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研究成果の概要（和文）： 
(1) 以下の特徴を持つ形態素解析辞書 UniDic を設計・開発した。 

 「短単位」という揺れがない斉一な単位で設計 
 語彙素・語形・書字形・発音形の階層構造を持ち、表記の揺れや語形の変異にかかわ

らず同一の見出しを与えることが可能 
 アクセントや音変化の情報を付与でき、テキスト音声合成などに利用可能 

(2) 辞書データベースを構築しながら、形態素解析システム MeCab 用辞書を随時公開し、最
終的に語彙素約 21 万語・書字形約 33 万語の規模と、品詞認定約 98.9%・語彙素認定約 98.6%
の解析精度を達成した。 

(3) さらに、辞書データベースを XML ファイル群として記述し、ユーザがカスタマイズ可能
な辞書作成環境を提供する新しい方式で UniDic2 を設計・開発した。 

(4) 中・長単位解析システムを含む、形態素解析の後処理ツール群を作成し、多様な目的に供
した。 

 
研究成果の概要（英文）： 
(1) An electric dictionary for morphological analyzers with the following characteristics has been 

developed. 
 Lexical entries with uniform unit-size based on Short-Unit Words 
 Hierarchical representation of lexical entries, consisting of lemma, form, orthography, and 

pronunciation, which enables us to deal with variations in orthography and word form 
 Rich information including features for phonological and accentual sandhi 

(2) A version for morphological analyzer MeCab has been derived from the dictionary database, with 
several updates, which amounts to 210K lemma and 330K orthographic entries and which achieves 
an accuracy of 98.9% in part-of-speech tagging and an accuracy of 98.6% in lemma identification. 

(3) A version of the dictionary database represented by XML files has also been developed, which 
enables users to build customized dictionaries for morphological analyzers according to the user’s 
preference and purpose. 

(4) Post-processing tools, including Middle- and Long-Unit-Word analyzers, have been developed for 
advanced use of the dictionary, such as syntactic analysis and text-to-speech application.  
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１．研究開始当初の背景 
(1) 日本語の電子化辞書は数多く存在した

（EDR 辞書・IPAL 辞書・NTT 語彙特性、

各出版社が発行している電子化辞書な

ど）が、これらは検索目的のものであり、

形態素解析システムなど言語解析での

利用を想定したものではない。 
(2) 一方、形態素解析システム（ChaSen や

Juman など）付属の辞書は、自動解析に

必要な範囲の情報の記述にとどまって

おり、計量言語学的な研究に必要な単位

の斉一性（何を一語とするかについての

基準）や語の同一性（異表記や異形態の

扱い）の問題を解決していなかった。 
 

２．研究の目的 
本研究の目的は、単位の斉一性や語の同一

性の問題を解決した形態素解析辞書の開発

を通じ、以下を達成することである。 
(1) 本研究領域が目指す大規模書き言葉コ

ーパスの構築を支援する。 
(2) 日本語学・日本語教育学における語彙・

文法調査研究、自然言語処理における構

文・意味解析研究、音声情報処理におけ

るテキスト音声合成研究など、多様な目

的に適した統合的な電子化辞書および

その利用システムを提供する。 
 
３．研究の方法 
(1) 単位の斉一性・語の同一性・多彩な記述

を満たす形態素解析辞書を設計し、辞書

データベースを構築する。 
(2) 辞書データベースから形態素解析シス

テム用辞書を作成し、本研究領域内外に

公開する（目標語彙数 10 万語以上、解

析精度 98%以上）。 
(3) 複数粒度での単語認定、および、音変

化・アクセント変化を処理する後処理ツ

ール群を開発する。 
 

４．研究成果 

(1) 以下の特徴を持つ形態素解析辞書

UniDic を設計・開発した。 
 「短単位」という揺れがない斉一な

単位で設計 

 語彙素・語形・書字形・発音形の階

層構造を持ち、表記の揺れや語形の

変異にかかわらず同一の見出しを

与えることが可能 
 音変化やアクセント変化の情報を

付与でき、テキスト音声合成などに

利用可能 
(2) 辞書データベースを構築しながら、形態

素解析システム MeCab 用辞書を随時公

開し、最終的に、語彙素約 21 万語・書

字形約 33 万語の規模と、品詞認定約

98.9%・語彙素認定約 98.6%の解析精度

を達成した。 
(3) さらに、辞書データベースを XML ファ

イル群として記述し、ユーザがカスタマ

イズ可能な辞書作成環境を提供する新

しい方式で UniDic2 を設計・開発した。 
(4) 中・長単位解析システムを含む、形態素

解析の後処理ツール群を作成し、多様な

目的に供した。 

本研究の成果である形態素解析辞書はそ

の規模・記載内容において最高水準のもので

あり、解析システムは短単位解析から中・長

単位構成、音変化・アクセント変化処理まで

カバーする他に類を見ないものである。 
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